
世
界
は
急
成
長
を
続
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、

中
国
、
イ
ン
ド
の
よ
う
な
巨
大
な
途
上
国
経
済
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い

に
対
し
て
世
界
銀
行
の
我
々
の
チ
ー
ム
は
、
中
国

と
イ
ン
ド
に
し
ぼ
っ
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。

●
中
国
・
イ
ン
ド
の
輸
出
拡
大
は
脅
威

か
？

中
国
と
イ
ン
ド
は
輸
出
の
飛
躍
的
拡
大
に
よ
っ

て
経
済
が
急
成
長
を
続
け
て
い
る
。
両
国
の
輸
出

拡
大
は
、
世
界
の
国
々
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
・
イ
ン
ド
の
輸
出
拡
大

は
国
際
競
争
を
激
化
さ
せ
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な

ど
の
輸
出
部
門
に
打
撃
を
与
え
る
と
し
て
警
戒
す

る
声
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
。
し
か
し
両
国
で
は

輸
出
拡
大
の
一
方
で
輸
入
も
拡
大
し
て
お
り
、
そ

れ
が
世
界
の
国
々
に
輸
出
拡
大
の
機
会
を
与
え
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
中
国
・
イ
ン
ド
の
輸
出
は
、
少

数
の
原
材
料
輸
出
に
特
化
す
る
と
い
う
古
典
的
な

途
上
国
の
輸
出
モ
デ
ル
と
は
異
な
り
、
国
際
分
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
・
イ
ン
ド
で
の

生
産
・
輸
出
拡
大
は
国
際
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全

体
を
活
性
化
さ
せ
、
そ
の
結
果
他
の
国
々
が
担
っ

て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
他
の
部
分
の
生
産
・
輸

出
の
拡
大
を
も
促
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
例
え

ば
、
あ
る
国
が
中
国
に
中
間
財
を
供
給
し
て
い
る

場
合
、
中
国
の
生
産
・
輸
出
拡
大
は
そ
の
国
の
輸

出
を
脅
か
す
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
国
の
生

産
を
拡
大
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
中
国
が
生
産

・
輸
出
す
る
投
入
財
を
輸
入
し
、
加
工
・
組
立
し

て
い
る
国
に
と
っ
て
も
、
中
国
の
輸
出
拡
大
は
投

入
財
の
安
価
で
安
定
的
な
調
達
を
可
能
に
す
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
中
国
・
イ
ン

ド
の
輸
出
拡
大
が
他
の
途
上
国
に
と
っ
て
お
し
な

べ
て
負
の
影
響
を
与
え
る
と
は
言
え
な
い
。

●
中
国
と
イ
ン
ド
の
輸
出
経
済
の
違
い

中
国
と
イ
ン
ド
は
い
ず
れ
も
労
働
集
約
的
部
門

の
輸
出
で
急
速
に
成
長
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、

両
国
に
は
差
異
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
イ
ン
ド

は
中
国
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
割
合
が
多
い

（
図
１
）。
中
国
の
サ
ー
ビ
ス
輸
出
が
輸
出
全
体

の
一
○
％
前
後
を
推
移
す
る
一
方
、
イ
ン
ド
で
は

二
五
％
を
超
え
て
い
る
。
と
く
に
イ
ン
ド
の
サ
ー

ビ
ス
輸
出
は
一
九
九
○
年
代
後
半
に
急
速
に
拡
大

し
た
が
、
そ
の
多
く
は
Ｉ
Ｔ
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
輸

出
で
あ
る
。

中
国
と
イ
ン
ド
の
輸
出
に
見
ら
れ
る
第
二
の
違

い
は
、
中
国
は
国
際
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
深
く

組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
は
そ
う
で
は
な

い
と
い
う
点
で
あ
る
。
図
２
は
両
国
の
輸
入
に
占

め
る
部
品
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
一
九
九
二
年

に
は
両
国
と
も
一
五
％
程
度
と
差
が
な
か
っ
た
が
、

イ
ン
ド
が
若
干
割
合
を
減
ら
す
一
方
で
中
国
は
二

○
○
二
年
に
は
三
○
％
近
く
に
ま
で
拡
大
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
方
が
イ
ン
ド
よ
り
も
国
際

分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
統
合
度
合
い
が
大
き
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
三
に
、
中
国
と
イ
ン
ド
で
は
財
輸
出
の
構
成

も
大
き
く
異
な
る
。
六
桁
の
貿
易
統
計
で
輸
出
部

門
の
シ
ェ
ア
上
位
一
五
位
を
み
る
と
、
両
国
と
も

に
一
五
位
以
内
に
入
っ
て
い
る
の
は
石
油
・
石
油

製
品
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
重
複
が
見
ら
れ

な
い
。
中
国
の
輸
出
の
四
割
は
機
械
類
、
電
気
・

電
子
製
品
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
部
品
で
あ
る
。
一

方
イ
ン
ド
で
は
貴
石
・
宝
石
類
、
石
油
製
品
、
鉄

鉱
石
、
精
米
な
ど
が
上
位
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う

に
、
中
国
と
イ
ン
ド
の
輸
出
構
成
は
大
き
く
異
な

っ
て
お
り
、
両
国
の
輸
出
が
第
三
国
市
場
で
競
合

す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

基
調
講
演　

ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
─
中
国
・
イ
ン
ド
の
輸
出
拡
大
と
の
共
存

特集／国際シンポジウム─躍進するＢＲＩＣｓ　虚像と実像

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
テ
ィ
ン
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●
イ
ン
ド
の
国
際
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
統
合

た
だ
し
将
来
的
に
は
イ
ン
ド
も
中
国
同
様
、
国

際
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
は
サ
ー
ビ
ス
輸
出
の

割
合
が
高
い
と
は
い
え
、
製
造
業
品
の
輸
出
も
拡

大
し
て
い
る
。
近
年
米
国
で
は
、
中
国
製
品
が
席

巻
し
て
い
た
店
先
に
イ
ン
ド
製
品
が
増
え
て
い
る
。

中
国
同
様
イ
ン
ド
も
国
際
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

組
み
込
ま
れ
て
い
く
と
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
は
中
国

と
同
様
の
成
長
の
道
筋
を
た
ど
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

イ
ン
ド
で
は
現
在
、
国
際
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
統
合
を
促
進
す
る
べ
く
、
経
済
改
革
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
重
要
な
の
が
非
農
業
部

門
に
お
け
る
貿
易
保
護
策
の
削
減
で
あ
る
。
イ
ン

ド
政
府
は
、
貿
易
自
由
化
に
よ
り
国
内
の
製
造
業

部
門
の
輸
出
競
争
力
を
引
き
上
げ
、
製
造
業
品
の

生
産
・
輸
出
に
立
脚
し
た
経
済
を
作
り
上
げ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
関
税
免
除

や
ド
ロ
ー
バ
ッ
ク
制
に
よ
り
、
輸
出
業
者
が
割
安

に
中
間
財
を
輸
入
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

輸
出
向
け
製
造
業
生
産
の
た
め
に
中
間
財
を
安
く

輸
入
す
る
と
い
う
の
は
、
中
国
の
成
功
の
秘
訣
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
も
こ
れ
を
目
指

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
国
内
の
輸
送
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
際
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
統
合
の
た
め
に
は
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
に
よ
り
輸
送
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
、
そ

し
て
輸
送
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
完
成
品
の
輸
出
の
み
な
ら
ず
、
中

間
財
や
部
品
の
輸
入
に
お
い
て
も
重
要
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
改
革
・
施
策
の
結
果
、
将
来
的
に
は

イ
ン
ド
も
中
国
の
よ
う
に
国
際
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

●
Ｇ
Ｔ
Ａ
Ｐ
６
の
修
正
モ
デ
ル
に
よ
る

分
析

イ
ン
ド
が
今
以
上
に
世
界
経
済
に
統
合
さ
れ
た

場
合
、
ま
た
輸
出
大
国
で
あ
る
中
国
と
イ
ン
ド
が

急
成
長
を
続
け
た
場
合
、
お
互
い
に
、
ま
た
他
の

国
々
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
我
々
は

Ｇ
Ｔ
Ａ
Ｐ
６
の
修
正
モ
デ
ル
を
用
い
て
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
分
析
を
行
っ
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
二
○
二
○
年

ま
で
に
世
界
経
済
が
実
質
年
平
均
三
・
一
％
で
成

長
す
る
と
予
測
し
、
そ
れ
を
基
準
シ
ナ
リ
オ
と
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
次
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
比

較
分
析
す
る
。
一
つ
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
が
基
準

シ
ナ
リ
オ
を
上
回
る
、
よ
り
高
い
経
済
成
長
を
達

成
し
た
場
合
で
あ
る
。
二
つ
め
は
、
中
国
と
イ
ン

ド
が
輸
出
財
の
品
目
（
バ
ラ
エ
テ
ィ
）
を
増
や
し

た
り
、
品
質
を
向
上
さ
せ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
輸
出
財
の
品
目
増
加
や
品
質
向
上
が
輸
出
量

の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う
先
行
研
究
の
成
果
を

反
映
し
て
い
る
。
三
つ
め
は
中
国
と
イ
ン
ド
が
、

資
本
集
約
的
産
業
や
技
術
集
約
型
産
業
に
傾
斜
し

た
成
長
を
達
成
し
た
場
合
で
あ
る
。

イ
ン
ド
は
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
統
合

を
進
め
る
た
め
に
様
々
な
経
済
改
革
を
実
施
し
て

30
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インド
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図 1　輸出に占めるサービスの割合
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図 2　中国とインドの輸入に占める部品の割合

9 ─アジ研ワールド・トレンド No.140（2007．5）



い
る
が
、
そ
れ
ら
も
モ
デ
ル
に
取
り
込
ん
だ
。
具

体
的
に
は
輸
出
向
け
製
造
業
の
輸
入
中
間
財
に
対

す
る
関
税
免
除
や
、
国
際
輸
送
コ
ス
ト
の
二
○
％

削
減
を
目
標
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
で
あ
る
。

●
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
経
済
改
革
の
結
果

イ
ン
ド
の
製
造
業
品
輸
出
は
大
き
く
拡
大
す
る
と

の
結
論
が
導
か
れ
た
。
経
済
改
革
の
結
果
イ
ン
ド

で
は
金
属
、
機
械
、
電
子
製
品
な
ど
の
輸
出
シ
ェ

ア
が
拡
大
す
る
一
方
、
中
国
の
輸
出
で
現
在
中
心

的
位
置
を
占
め
る
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
な
ど
の
部
門

は
イ
ン
ド
の
輸
出
で
は
む
し
ろ
若
干
シ
ェ
ア
を
落

と
す
結
果
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
経
済
改
革
の

結
果
イ
ン
ド
は
製
造
業
品
輸
出
を
大
幅
に
拡
大
さ

せ
る
が
、
中
国
と
の
間
で
輸
出
品
は
競
合
し
な
い

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

基
準
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
二
○
○
五
〜
二
○
二
○

年
の
世
界
経
済
は
年
平
均
で
三
・
一
％
、
世
界
の

貿
易
は
三
・
七
％
で
拡
大
す
る
と
推
計
し
て
い
る
。

こ
の
基
準
シ
ナ
リ
オ
で
は
中
国
の
年
平
均
成
長
率

を
六
・
六
％
、
イ
ン
ド
は
五
・
五
％
と
推
計
し
て

い
る
。
ま
た
同
時
期
の
世
界
経
済
の
成
長
に
対
す

る
中
国
の
貢
献
度
は
一
五
・
八
％
、
イ
ン
ド
は
四

・
一
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
・
七
％
と
な
り
、
こ
れ

ら
三
カ
国
で
世
界
の
成
長
の
二
割
を
占
め
る
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

●
中
国
・
イ
ン
ド
の
よ
り
高
い
成
長
の

影
響

次
に
、
中
国
と
イ
ン
ド
が
右
記
の
基
準
シ
ナ
リ

オ
よ
り
高
い
成
長
を
示
し
た
場
合
、
ま
た
輸
出
財

の
品
質
を
向
上
さ
せ
た
場
合
、
他
の
国
々
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
。
表
１
は
、
よ
り
高
い
成
長
が
達
成
さ
れ

た
場
合
、
そ
し
て
よ
り
高
い
成
長
が
輸
出
財
の
品

質
向
上
を
伴
っ
た
場
合
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
で
あ
る
。
両
国
が
よ
り
高
い

成
長
を
示
す
場
合
、
そ
の
最
大
の
利
益
を
受
け
る

の
は
言
う
ま
で
も
な
く
彼
ら
自
身
で
あ
る
が
、
他

の
国
々
も
恩
恵
を
受
け
る
。
こ
れ
は
両
国
が
輸
入

を
拡
大
さ
せ
る
結
果
、
中
国
・
イ
ン
ド
向
け
輸
出

を
拡
大
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
近
年
中
国
需
要
に

牽
引
さ
れ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル
が
輸
出

を
拡
大
し
て
い
る
の
が
好
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
中

国
・
イ
ン
ド
の
中
間
財
輸
出
が
拡
大
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ら
を
使
う
他
の
国
々
の
製
造
業
生
産
が
拡
大

す
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
・
イ
ン
ド
が
よ
り
高
い
成
長

を
達
成
す
る
と
、
貿
易
を
通
し
て
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
受
け
る
国
々
が
あ
る
一
方
で
、
第
三
国
市
場
に

お
け
る
輸
出
競
争
で
両
国
に
敗
れ
て
打
撃
を
受
け

る
国
々
も
出
て
く
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
製
造

業
部
門
、
と
く
に
ア
パ
レ
ル
部
門
が
最
も
大
き
い

打
撃
を
受
け
る
。

●
輸
出
財
の
品
質
向
上
の
影
響

次
に
、
中
国
・
イ
ン
ド
の
よ
り
高
い
成
長
が
品

質
向
上
を
と
も
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
み
て
み
よ

う
。
ハ
メ
ル
ス
・
ク
ル
ノ
ウ
の
推
計
（
二
○
○
五

年
）
に
よ
れ
ば
、
輸
出
拡
大
の
三
分
の
二
は
新
た

な
輸
出
品
目
の
導
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

より高い成長 より高い成長と
品質向上

オーストラリア・ニュージーランド 0.45 0.91

中国 39.90 43.60

日本 0.16 0.42

韓国 0.11 1.00

インドネシア 0.27 0.61

マレーシア 0.87 2.03

フィリピン −0.57 −0.89

シンガポール −1.68 −0.34

タイ −0.31 0.24

ベトナム −0.07 0.29

インド 33.70 36.70

米国 0.00 0.15

アルゼンチン・ブラジル 0.13 0.28

EU　25カ国 −0.04 0.18

サブサハラ・アフリカ 0.96 1.50

低所得国（インドを除く） 0.46 0.87

中所得国（中国を除く） 0.61 0.87

高所得国 0.03 0.28

世界 3.80 4.30

表 1�　中国とインドが、より高い成長・輸出財の品質向上
を達成した場合に世界各国のGDPに与える影響� （％）
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輸
出
財
の
品
質
向
上
は
需
要
を
刺
激
し
、
そ
の
結

果
、
輸
出
量
を
拡
大
し
な
が
ら
輸
出
価
格
も
上
昇

す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
。

中
国
・
イ
ン
ド
の
輸
出
財
の
品
質
が
向
上
し
た

場
合
、
先
に
み
た
「
よ
り
高
い
成
長
」
が
他
の
国

々
に
与
え
る
影
響
、
す
な
わ
ち
貿
易
を
通
し
て
他

の
国
に
メ
リ
ッ
ト
が
広
が
る
プ
ラ
ス
の
影
響
と
、

第
三
国
市
場
に
お
け
る
競
争
激
化
の
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
の
い
ず
れ
も
が
よ
り
強
く
表
れ
る
と
い
う
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
な
っ
た
。
ま
た
他
の
国

々
の
貿
易
へ
の
影
響
に
つ
い
て
み
る
と
、
品
質
改

善
を
織
り
込
ん
だ
場
合
、
基
準
シ
ナ
リ
オ
と
比
べ

て
他
の
国
々
の
輸
出
の
成
長
率
は
○
・
五
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
高
い
結
果
と
な
る
。

中
国
・
イ
ン
ド
の
よ
り
高
い
成
長
は
、
両
国
の

み
な
ら
ず
他
の
国
々
の
産
業
構
造
に
も
影
響
を
与

え
る
。
中
国
と
イ
ン
ド
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
製
造

業
部
門
に
お
い
て
大
幅
に
生
産
を
拡
大
す
る
。
他

の
国
々
へ
の
影
響
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
国
々

に
お
い
て
、
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
、
皮
革
な
ど
の
部

門
で
生
産
が
縮
小
す
る
。
国
に
よ
っ
て
は
電
子
や

機
械
部
門
に
お
い
て
も
生
産
縮
小
が
お
こ
る
。

●
よ
り
高
度
な
部
門
に
傾
斜
し
た
成
長

の
ケ
ー
ス

中
国
と
イ
ン
ド
で
は
現
在
、
貯
蓄
率
や
投
資
率

が
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
教
育
レ
ベ
ル
も
上
昇
し

て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
両
国
の
成
長
が
、
資

本
集
約
的
あ
る
い
は
技
術
集
約
型
産
業
に
傾
斜
し

た
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
モ
デ
ル

分
析
し
た
先
行
研
究
で
は
、
金
属
、
電
子
、
機
械
、

自
動
車
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
五
部
門
に
お
い
て
の

み
生
産
性
が
二
％
上
昇
す
る
傾
斜
し
た
経
済
成
長

を
仮
定
し
た
場
合
、
世
界
そ
し
て
発
展
途
上
国

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
除
く
）
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
効

果
を
も
た
ら
す
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
傾
斜
し
た
経
済
成
長
の
ケ
ー

ス
は
、
偏
り
な
く
全
体
的
に
全
要
素
生
産
性
（
Ｔ

Ｆ
Ｐ
）
が
二
％
上
昇
し
た
場
合
に
比
べ
て
、
世
界

貿
易
は
よ
り
大
き
く
拡
大
す
る
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
。

傾
斜
し
た
成
長
の
ケ
ー
ス
で
は
、
中
国
と
イ
ン

ド
は
重
工
業
や
ハ
イ
テ
ク
製
造
業
の
生
産
を
拡
大

さ
せ
る
一
方
で
、
繊
維
、
ア
パ
レ
ル
、
皮
革
、
化

学
、
鉱
業
な
ど
の
生
産
を
縮
小
さ
せ
る
。
そ
の
結

果
、
他
の
国
々
に
お
い
て
は
中
国
・
イ
ン
ド
で
縮

小
す
る
軽
工
業
な
ど
が
成
長
す
る
余
地
が
生
ま
れ

る
一
方
で
、
機
械
や
自
動
車
な
ど
の
部
門
で
は
生

産
が
縮
小
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
日
本
が
輸
出
に

よ
る
急
成
長
を
達
成
し
て
い
た
時
期
に
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
各
所
か
ら
の
政
治
圧
力
が
か
か
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
両
国
は
、
外
交
政
策
面
で

十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

●
お
わ
り
に

本
報
告
で
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
の
急
速
な
経
済

成
長
が
両
国
お
よ
び
第
三
国
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
を
検
証
し
た
。

我
々
の
予
測
で
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
が
、
互
い

の
経
済
開
発
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
な
く
そ

れ
ぞ
れ
が
輸
出
を
大
き
く
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
と
は
い
え
、
中
国
と
イ
ン
ド

が
よ
り
高
い
成
長
率
を
達
成
し
た
場
合
に
は
、
両

国
の
製
造
業
輸
出
の
拡
大
が
世
界
に
お
け
る
製
造

業
輸
出
の
競
争
を
熾
烈
化
さ
せ
、
製
造
業
品
を
輸

出
す
る
他
の
国
々
に
対
し
て
負
の
影
響
が
出
る
で

あ
ろ
う
。
中
国
・
イ
ン
ド
が
輸
出
品
の
品
目
を
増

加
さ
せ
、
品
質
を
向
上
さ
せ
れ
ば
、
世
界
お
よ
び

自
ら
に
と
っ
て
も
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
可
能

性
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
両
国
の
急
速
な
輸
出

拡
大
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
交
易
条
件
の
悪
化
の

影
響
を
打
ち
消
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
中

国
・
イ
ン
ド
に
追
随
し
て
輸
出
拡
大
の
努
力
を
怠

る
と
、
な
か
に
は
輸
出
シ
ェ
ア
を
落
と
し
た
り
、

ハ
イ
テ
ク
製
造
業
品
生
産
が
縮
小
す
る
国
も
現
れ

る
で
あ
ろ
う
。
中
国
が
よ
り
高
度
で
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
新
し
い
製
造
業
品
を
生
産
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
国
に
と
っ
て
加

工
産
業
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
と
イ
ン
ド
が
ハ
イ
テ
ク
産
業
や
重
工
業
に

偏
っ
た
成
長
を
す
る
と
、
均
等
な
成
長
を
し
た
場

合
よ
り
も
貿
易
に
与
え
る
影
響
は
よ
り
大
き
く
な

る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お

け
る
競
争
が
熾
烈
化
し
、
世
界
市
場
に
お
い
て
両

国
が
他
の
ハ
イ
テ
ク
製
品
の
生
産
国
に
と
っ
て
か

わ
る
と
い
う
大
き
な
構
造
変
化
が
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
軽
工
業
に
お
い
て
は
他
の

途
上
国
に
と
っ
て
生
産
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

（ W
illiam

 John M
artin

／
世
界
銀
行
リ
ー
ド

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

ウイリアム・マーティン氏

11 ─アジ研ワールド・トレンド No.140（2007．5）


